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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

６ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑤

委 員 長 報 告････⑥～⑦

提出案件の結果等････⑧

６月４日(月)本会議（開会）

６月６日(水)議案調査日

６月７日(木)議案調査日

６月８日(金)本会議（委員会付託）

６月11日(月)委員会（総務文教・建設経済）

６月12日(火)委員会（保健福祉）

６月14日(木)本会議（一般質問）

６月15日(金)本会議（一般質問）

６月18日(月)本会議（一般質問）

６月19日(火)本会議（一般質問）

６月20日(水)委員会（総務文教・建設経済）

６月21日(木)本会議（閉会）

三国コカ・コーラボトリング北本みずべひろば

オープニングイベント

５月２０日（日）に、荒川河川敷に整備された北本水辺

プラザ公園（愛称：三国コカ・コーラボトリング北本み

ずべひろば）のオープニングイベントが開催されました。

（左上の写真は西中学校吹奏楽部による記念演奏の様子）



きたもと議会だより (２)

６月定例会６月定例会

福島忠夫議長

議　会　運　営　委　員　会

保健福祉常任委員会 建設経済常任委員会

◎は委員長、○は副委員長、以下議席順。　　　　　は新たに就任した議員です。

◎桂　祐司、 ○湯澤美恵、 高橋伸治、 大嶋達巳

　岸　昭二、 　高橋節子、 加藤勝明、 伊藤堅治

◎加藤勝明�　○渡邉良太

　中村洋子�　　保角美代

　高橋節子�　　大澤芳秋

◎岸　昭二�　○大嶋達巳

　高橋伸治�　　桂　祐司

　福島忠夫�　　横山　功

　伊藤堅治�

平
成
24
年
度

　
北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
３
２
，
８
９
７
千
円
を
追
加

　
６
月
４
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
24
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

特
に
、
北
本
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
費
用
弁
償
（
２
，
０
０
０
円
）
の
支
給
を
廃
止
す
る
も
の

で
し
た
が
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
１
，
０
０
０
円
と
す
る
修
正
案
が

可
決
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
も
挙
手
多
数
で
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度

　
北
本
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
３
２
，
８
９
７
千
円
を
追
加

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
40
号
　
北
本
市
北
本
駅
西

口
駅
前
多
目
的
広
場
設
置
及
び
管

理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
、
条
例
制
定
の
目
的
及
び
想
定

さ
れ
る
使
用
方
法
に
つ
い
て

Ａ
、
北
本
駅
西
口
多
目
的
広
場
は
、

西
口
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
主
要
な
交
通
結
節
点
に
近
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
市
民

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
場
所
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
目
的
広
場
は
、
中
間
に
市
営

駐
車
場
や
市
道
12
号
線
の
一
部
が

横
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
区

画
（
Ａ
・
Ｂ
）
が
存
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
個
別
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
市
営
駐
車
場
の
利
用
を

休
止
し
、
一
体
的
な
利
用
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
等
の
利
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
48
号
　
平
成
24
年
度
北
本

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

Ｑ
、
中
丸
ふ
れ
あ
い
通
り
を
グ
リ

コ
ふ
れ
あ
い
通
り
と
す
る
こ
と
に

伴
う
標
示
板
等
の
設
置
に
つ
い
て

Ａ
、
現
在
、
中
丸
ふ
れ
あ
い
通
り

の
標
示
板
は
沿
線
に
６
か
所
あ
り

ま
す
が
、
グ
リ
コ
の
意
向
と
し
て
は
、

そ
の
表
示
板
に
会
社
の
ロ
ゴ
を
入

れ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
し
て
お
り
、

設
置
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
コ
の
費

用
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
看
板
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
は
、

７
月
１
日
に
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
以
降
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
見
学
施
設
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
以

降
は
、
現
行
の
６
か
所
以
外
に
新

た
な
標
示
板
等
の
設
置
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
た
な
設
置
に
伴
い
、
地
権
者
と

の
交
渉
の
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど

は
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【 

紹
　
介 

】
　

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
住
所
　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

　
桜
木
町
４
丁
目
３
３
１
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　 

　
お
　 

ざ
き
　
け
ん
　
い
ち

　
氏
名
　
尾 

崎 

憲 

一 

氏

○
人
権
擁
護
委
員

　
住
所
　
北
本
市
東
間
１
丁
目
９
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　 

ざ
わ
　
ま
さ
　
と
し

　
氏
名
　
矢 

澤 

正 

好 

氏

【
議
会
人
事
】
　

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、
福
島
忠

夫
議
員
が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
構
成
に
一
部
変

更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
し

ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

 

　
こ
の
た
び
の
６
月
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
か
ら

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
議
長
の
要
職
に
つ
き
、

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
議
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
は
ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

市
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

意
を
用
い
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。



６
月

定

例

会

６
月

定

例

会

６
月

定

例

会

６
月

定

例

会

※
質
問
通
告
順
に
掲
載

保
角
美
代
（
公
明
党
）

・
防
災

・
通
学
路

・
介
護
保
険
事
業

他
１
件

大
嶋
達
巳
（
政
策
北
本
）

・
防
災

・
保
育
所

・
通
学

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
水
辺
プ
ラ
ザ
の
管
理

・
蒲
ザ
ク
ラ
周
辺
の
整
備
計
画
の
進
捗

　
状
況

・
景
観
作
物
振
興
会
に
対
す
る
今
後
の

　
支
援

他
２
件

滝
瀬
光
一
（
平
成
会
）

・
防
災

・
通
学
路
の
安
全

・
生
活
保
護

桂
　
祐
司
（
無
所
属
の
会
）

・
観
光
行
政
～
各
地
方
自
治
体
に
向
け

　
た
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
活
動

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

・
新
庁
舎
建
設
費
用
の
縮
減

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
西
口
広
場
の
改
善
と
安
全
対
策

・
保
育
行
政
の
改
善
と
子
育
て
支
援
の

　
充
実

・
平
和
の
大
切
さ
を
若
者
に
広
げ
る
施

　
策
を
求
め
て

他
２
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　今定例会では、16人の議員から67件101項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

問
１
　
全
国
で
、
通
学
中
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、

点
検
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

答
１
　
お
お
む
ね
４
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
い
る
県
の
通
学
路
安

全
総
点
検
を
受
け
て
、
本
市
で

は
、
昨
年
の
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
各
小
・
中
学
校
で
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
点
検
の

視
点
と
し
て
、
児
童
等
の
背
の

高
さ
、
目
の
高
さ
、
歩
幅
な
ど
、

38
の
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
示

し
、
点
検
を
行
う
よ
う
、
各
学

校
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
年
度
当
初
の
事
故
を
受
け
、

例
年
行
っ
て
い
る
通
学
路
調
査

を
前
倒
し
し
て
教
職
員
に
よ
る

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把
握
と

そ
れ
に
対
す
る
学
校
で
の
対
応

策
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

問
２
　
点
検
を
受
け
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
行
わ
れ
た
の
か

答
２
　
点
検
の
結
果
、
52
か
所

の
危
険
箇
所
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
小
学
校
で
は
４
月
に
通

学
班
会
議
を
開
き
、
子
ど
も
の

目
か
ら
見
た
通
学
の
問
題
点
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
停
止
線
等

が
薄
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
早

急
に
対
応
が
図
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
関
係
課
へ
連
絡
し
対

応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
１
　
国
と
の
協
定
書
の
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答
１
　
平
成
24
年
４
月
１
日
に

北
本
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園
（
仮
称
）

の
維
持
管
理
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
治
水
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
管
理
行
為
に
つ
い

て
は
国
が
行
い
、
清
掃
、
日
常

管
理
を
基
本
と
し
、
安
全
管
理

と
施
設
の
保
全
に
つ
い
て
は
市

が
行
い
ま
す
。

問
２
　
ト
イ
レ
の
設
置
は
あ
る

の
か
答
２
　
ト
イ
レ
の
設
置
は
必
要

な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
設
置

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
３
　
川
辺
の
フ
ェ
ン
ス
が
、

危
険
と
思
う
が

答
３
　
道
路
な
ど
に
設
け
る
フ

ェ
ン
ス
と
同
じ
規
格
で
す
が
、

安
全
性
に
つ
い
て
、
現
在
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

通

学

路

の

安

全

点

検

水
辺
プ
ラ
ザ

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

平成24年第1回定例会から、一問一答方式または一括質問一括答弁方式との選択制で実施しています。

水辺プラザ内のせせらぎ水路で遊ぶ子どもたち

(３) きたもと議会だより



高
橋
伸
治
（
市
民
の
力
）

・
行
政
改
革

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
活
用

・
市
民
参
画
・
協
働

他
１
件

湯
澤
美
恵
（
共
産
党
）

・
放
射
能
汚
染
か
ら
市
民
を
守
る
た
め

　
に
・
文
化
財
保
護
の
課
題
と
充
実

・
こ
ど
も
医
療
費
窓
口
払
い
の
廃
止

　
の
実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
他
１
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
実
践
的
な
防
災
訓
練

・
災
害
や
電
力
不
足
時
に
対
応
す
る
た

　
め
の
蓄
電
池
の
活
用

・
石
戸
城
跡
の
整
備
計
画

他
１
件

渡
邉
良
太
（
無
所
属
の
会
）

・
北
本
市
な
ら
で
は
の
産
業
観
光

・
な
の
花
ま
つ
り

・
国
際
交
流

高
橋
節
子
（
民
主
北
本
）

・
廃
棄
物
減
量
対
策

・
通
学
路
点
検
と
対
応

・
保
育
行
政

他
１
件

金
子
眞
理
子
（
民
主
北
本
）

・
公
立
保
育
所
の
定
員
の
見
直
し

・
公
共
性
の
あ
る
子
ど
も
の
集
う
場
所

　
の
放
射
線
量
測
定
と
除
染
作
業

・
ス
ケ
ー
ト
（
ボ
ー
ド
）
パ
ー
ク
施
設

他
２
件

工
藤
日
出
夫
（
市
民
の
力
）

・
地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
重
点
は
何

　
か
・
西
口
駅
前
広
場
改
修
工
事
後
、
現
状

　
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
事
業
評
価
し

　
て
い
る
か

・
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
北

　
本
み
ず
べ
ひ
ろ
ば
の
維
持
管
理他
４
件

きたもと議会だより (４)

問
１
　
埼
玉
県
は
平
成
23
年
11

月
に
改
正
し
た
が
、
北
本
市
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答
１
　
北
本
市
で
は
帰
宅
困
難

者
対
策
、
備
蓄
資
材
、
広
域
的

な
放
射
能
汚
染
対
策
、
避
難
所

の
設
置
や
運
営
に
関
す
る
対
策
、

災
害
対
策
本
部
に
係
る
業
務
の

明
確
化
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

う
予
定
で
す
。
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
踏
ま
え
、
庁
内
の
初

動
体
制
の
確
立
、
情
報
の
共
有

化
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
へ
の
対
応
、
職
員
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
等
、
課
題

に
な
っ
た
事
項
も
計
画
の
見
直

し
に
当
た
り
検
討
し
防
災
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
シ
ス
テ
ム
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
職
員
初
動
体

制
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
災
害
時
に

必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
計
画

と
は
別
に
整
備
し
ま
す
。

問
２
　
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
２
　
東
日
本
大
震
災
の
状
況

を
踏
ま
え
た
各
部
署
と
の
打
ち

合
わ
せ
、
市
民
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
北
本
市
防
災
会
議
を

経
て
、
埼
玉
県
に
修
正
内
容
を

報
告
し
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
平
成
24
年
度

中
に
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

問
３
　
市
民
や
防
災
団
体
と
の

意
見
交
換
や
防
災
会
議
の
開
催

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

答
３
　
市
内
に
自
主
防
災
組
織

は
47
団
体
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
８
圏
域
に
職
員
が
出
向

き
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
防
災
会
議
の
開
催
は
な

く
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
関
係

各
課
と
の
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

問
１
　
６
月
に
入
っ
て
、
経
済

産
業
省
、
環
境
省
が
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
等
の
節

電
効
果
の
高
い
照
明
へ
の
切
り

替
え
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
打

ち
出
し
た
が
、
北
本
市
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
街
灯
の
設
置
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
１
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
街
灯
は
蛍

光
灯
の
街
灯
と
比
べ
設
置
費
が

６
，
６
０
０
円
ほ
ど
高
く
な
り

ま
す
が
、
電
気
料
金
が
安
い
こ

と
、
耐
用
年
数
が
長
い
た
め
に

修
繕
費
用
が
少
な
く
済
む
こ
と

か
ら
、
３
年
程
度
で
初
期
費
用

の
差
は
改
修
で
き
ま
す
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
北
本
市
で
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
、
新
た
に
設
置
す
る
20
ワ

ッ
ト
の
街
灯
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
の
街
灯
に
変
更
し
て
お

り
、
ま
た
予
算
の
範
囲
内
で
老

朽
化
し
て
い
る
20
ワ
ッ
ト
の
街

灯
を
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
街
灯
に

切
り
替
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
新
規
と
変

更
を
合
わ
せ
２
０
１
基
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
の
街
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
球
環
境
に
配
慮
し
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
予

算
を
確
保
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
街

灯
を
設
置
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯

新たに設置されたＬＥＤ街灯



問
１
　
見
直
し
（
縮
減
）
の
理

由
と
そ
の
内
容
は

答
１
　
平
成
24
年
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
、
全
体
の
事
業
費

が
わ
か
り
に
く
い
、
地
方
債
の

発
行
額
や
庁
舎
建
設
基
金
の
充

当
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
の
関
心
が

高
く
、
事
業
費
縮
減
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

新
庁
舎
建
設
の
全
体
事
業
費
を

ま
と
め
、
可
能
な
限
り
事
業
費

の
縮
減
を
行
い
ま
し
た
。

　
縮
減
を
図
っ
た
主
な
も
の
は
、

防
災
倉
庫
棟
建
設
工
事
を
取
り

や
め
、
第
４
庁
舎
を
活
用
し
て

約
１
億
１
，
０
０
０
万
円
の
縮

減
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
工
事
の
取
り
や
め
に
よ
り
約

１
億
２
，
０
０
０
万
円
の
縮
減
、

さ
ら
に
備
品
購
入
を
必
要
最
小

限
と
し
て
約
３
億
１
，
０
０
０

円
の
縮
減
を
は
か
り
、
当
初
検

討
し
て
い
た
総
事
業
費
と
比
較

し
て
５
億
９
，
０
０
０
万
円
縮

減
し
ま
し
た
。

問
２
　
今
後
の
対
応
は

答
２
　
今
は
必
須
の
本
体
工
事

を
優
先
さ
せ
、
今
後
に
つ
い
て

は
、
入
札
の
落
札
減
や
財
政
事

情
、
実
際
の
費
用
対
効
果
や
補

助
金
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
都
度

議
会
に
諮
っ
て
決
定
し
て
い
き

ま
す
。

　
防
災
倉
庫
や
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、
備
品
購
入
等
は
、
い

つ
の
時
点
で
ど
う
い
っ
た
経
費

で
行
う
か
、
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
現

状
で
は
そ
れ
ら
を
一
緒
に
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
今
回
提
案
し
た
総
ト
ー
タ

ル
で
庁
舎
建
設
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
備
品
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
今
あ
る
も
の
を

使
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
小
中
学
校
で
の
防
災
教
育

・
本
年
の
節
電
対
策

・
子
育
て
応
援
対
策

他
１
件

横
山
　
功
（
平
成
会
）

・
完
成
年
度
の
中
央
通
線

・
信
号
機
設
置
と
自
転
車
・
歩
行
者
の 

 

　
安
全

・
春
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

　
ペ
ー
ン
事
業
の
成
果

他
３
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動

・
地
域
整
備
、
土
地
利
用
計
画

・
北
本
市
経
済
対
策
に
「
独
自
政
策
」

　
は
あ
る
の
か

│
　
◇
　
│
　
◆
　
│

次
回
の
定
例
会
は
、

９
月

３
日(

月)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

９
月

３
日(

月)

開
会
の
予
定
で
す
。

　議会では、皆さんの生活に密

着した重要な問題を審議してい

ます。

　身近な市政を知るためにも、

議会を傍聴してみませんか。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内

(５) きたもと議会だより

駅
西
口
広
場

新
庁
舎
建
設
費

保

育

所

問
１
　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
の

定
員
、
入
所
児
童
数
、
充
足
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
１
　
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
公
立
保
育
所
４
施
設
の
定

員
は
４
３
０
人
、
入
所
児
童
数

が
３
２
８
人
、
定
員
に
対
す
る

充
足
率
は
76
・
３
％
で
す
。

　
ま
た
、
民
間
保
育
所
６
施
設

の
定
員
は
４
６
６
人
、
入
所
児

童
数
が
３
６
４
人
、
充
足
率
は

78
・
１
％
で
す
。

　
公
民
全
体
の
定
員
は
８
９
６

人
、
入
所
児
童
数
が
６
９
２
人
、

充
足
率
は
77
・
２
％
で
す
。

　
近
隣
市
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

桶
川
市
の
定
員
は
５
８
３
人
、

入
所
児
童
数
が
５
８
５
人
、
充

足
率
は
１
０
０
．
３
％
で
、
鴻

巣
市
の
定
員
は
１
，
３
１
５
人
、

入
所
児
童
数
が
１
，
３
７
２
人
、

充
足
率
は
１
０
４
・
３
％
で
す
。

問
２
　
入
所
基
準
は

答
２
　
北
本
市
保
育
所
に
お
け

る
保
育
に
関
す
る
条
例
第
２
条

に
規
定
が
あ
り
、
昼
間
に
居
宅

外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と

し
て
い
る
こ
と
、
昼
間
に
居
宅

内
で
当
該
児
童
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
全
部
で
７
項
目
の
規
定
が

あ
り
ま
す
。
入
所
の
選
考
は
申

込
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合
に

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
入
所

を
希
望
し
て
い
る
保
育
所
へ
の

受
入
れ
が
可
能
で
あ
る
場
合
は

当
該
保
育
所
に
入
所
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
定
員
を
超
え
る

場
合
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
の
あ
っ
た
児
童
の
家
庭

状
況
や
地
域
的
な
状
況
等
を
十

分
に
踏
ま
え
、
客
観
的
な
選
考

方
法
や
基
準
を
定
め
て
行
っ
て

い
ま
す
。



(６)各常任委員会委員長報告(抜粋)

総務文教総務文教建設経済建設経済

「庁舎建設事業経費」

Ｑ．新庁舎建設にかかる継続費の変更点

について

Ａ．継続費の変更点は、既存庁舎解体工

事を1,140万円減額し、１億2,510万円に、

庁舎外構整備工事を2,320万円減額し、３

億2,343万6,000円になりました。一方、

新たに庁舎敷地遺跡発掘調査準備及び復

旧工事の530万円とその他として6,663万

円が追加され、合計31億6,250万円が31億

9,983万円となりました。当初予算時には、

３か年で取り組む、主に庁舎本体に関連

するような事業を継続費として設定しま

したが、新庁舎建設事業の全体額がわか

りやすいように、新庁舎建設にかかるす

べての費用を継続費に計上しました。

「ロタウイルス予防接種補助」

Ｑ．ロタウイルスを予防接種補助対象と

した理由について

Ａ．ロタウイルスは、２歳までにかかる

と重症化しやすいとの疫学研究がされて

いますので、予防する意味で、非常に有

効であると判断しました。また、ＷＨＯ

でも推奨されていますので、その点から

も早めに予防接種を受けて頂けるように

導入を考えたところです。

Ｑ．ロタウイルスワクチン接種の副作用

に対する不安解消について

Ａ．このワクチン２種類は、安全である

ということが臨床試験により確認されて

おります。副作用の具体例は、鼻水や下

痢をおこす症状がそれぞれ３％程度、光

や音に敏感になりやすい症状が７％程度

確認されている報告があります。その日

のお子さまの状態を医師にお伝え頂き、

接種を受けることで保護者の安心を担保

できればと考えています。 

「西口駅前広場」

Ｑ．北本駅西口駅前多目的広場について、

使用料の考え方・料金額の根拠はどうな

っているのか

Ａ．他の公共施設では、午前、午後、夜

間に分けた料金体系ですが、西口広場は、

お昼をまたいだイベント等が多く想定され、

１日予約をいただく形になってしまうので、

お昼をまたいだ時間で取れるように時間

当たりの料金設定にしました。また、市

内及び市外の利用者との料金の格差をつ

けており、市外の利用者が50％増しとな

っています。

　減免は、市の主催・共催事業を考えて

いますが、営利を目的は、有料を基本と

しています。免除するに当たっては、使

用料を免除する公益団体を設定しています。

公益団体としては、体育協会、スポーツ

少年団、レクリエーション協会等を想定

しています。

　料金額の根拠として、広場に隣接する

市営駐車場と比較した場合、駐車場は、

時間当たり200円で10台の駐車ができるの

で１時間2,000円です。面積で勘案すると、

Ａ区画では1,500円相当、Ｂ区画では

1,200円相当となります。また、市内の方

と市外の方の料金を他の公共施設の料金

体系に準じることとし、結果、1,500円を

Ａ区画の市外料金とし、1,000円を市内料

金としました。Ｂ区画は、地形が複雑で

使い勝手が悪いということからＡ区画の

半額としました。

保健福祉保健福祉

北本駅西口駅前多目的広場（Ａ区画）



特別委員会の報告特別委員会の報告

○庁舎等建設特別委員会

Ｑ．新庁舎建設事業費について

Ａ．縮減の内容は、駐車場の簡易舗装による外構工事費の

減（2,320 万円）、第４庁舎の継続使用による解体工事費

の減（1,140 万円）、備品等の調査及び移転計画の見直し

による業務委託料の減（650万 5,000円）、防災倉庫の先送

りによる減（１億 1,000 万円）、太陽光発電システムの先

送りによる減（１億 2,000 万円）、備品購入費縮減による

減（３億 1,000 万円）、移転費用やシステム配線等の設備

工事費の減（1,744万 5,000円）とのことでした。

　委員からは、防災倉庫や太陽光発電システムの工事が縮

減（先送り）されたことへの費用対効果の問題や備品購入

費（2,000万円）の整合性、旧議場の家具を再利用した他の

自治体の例は無いといった意見等が出されました。これま

での内容を踏まえ、「新庁舎の事業費見直しに関する要望書」

の提出がありました。本要望書については、挙手多数によ

り委員会の意見として提出することに決定しました。

　なお、要望書の内容については、下記をご参照ください。

新庁舎の事業費見直しに関する要望書

　新庁舎の建設に関しては、本定例会（平成24年第２回定例会）において、事業にかかる補

正によりその全容が明らかになると共に基金の全額活用が明確になった。

　しかしながら、この見直しは、時代の要請ともいえる防災倉庫の整備、省エネ・創エネに

資するソーラーシステムの設置、あるいは最新の情報化社会に対応する什器備品の調達を見

送るなど、課題を残した見直しと言わざるを得ない。

　よって、下記の事項に配慮しながら、可及的速やかに新庁舎建設事業を推進するよう要望

する。

記

１．防災倉庫の整備については、その重要性を認識し、補助金等を活用して、別途、新庁舎

　　の竣工後速やかに着工するよう努めること。

２．ソーラーシステムについては、蓄電池の技術革新を待ちつつ補助金等を活用し、新庁舎

　　の竣工に合わせて設置するよう努めること。なお、再生エネルギー特別措置法に併せ、

　　電気事業者に有償設置させること等も検討すること。

３．什器備品については、専門的・客観的視点から計画を作成し、購入すべきものと再利用

すべきものを判別し、調達すること。なお、

二元代表制・議会制民主主義の場である議

場の什器備品については、ＩＣＴへの対応、

合理的耐久性、長期コストの視点、さらに

は建築的収まりの面などから新たに調達す

べきである。

第４庁舎（プレハブ造）

庁舎敷地内発掘調査(北本市教育委員会提供)

昭和３８年に建設された第１庁舎

(７)



きたもと議会だより (８)

主な提出案件の結果一覧主な提出案件の結果一覧

継続審査の結果一覧継続審査の結果一覧

○は議案に対して賛成の会派
×は議案に対して反対の会派
△は議案に対して賛成と反対のあった会派

市

長

提

出

議

案

＊上記以外に４件の議案審議がありましたが、いずれも挙手全員により

　原案のとおり可決・同意しています。

【継続審査とは】
　議会の活動は、原則として会期中に限定されていますが、「継続審査

を要する」とされた案件があった場合には、閉会中に委員会が活動する

ことを認めるかどうかについての採決が行われます。採決の結果、継続

審査が認められた場合には、付託先委員会は、閉会中に継続審査を行い、

その結果、結論が得られた場合には、次期定例会に審査結果を報告します。

北本市税条例の一部改正について

北本地区衛生組合規約の変更について

埼玉県央広域事務組合規約の変更について

埼玉中部環境保全組合規約の変更について

平成24年度北本市一般会計補正予算（第１号）

平成24年度北本市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

工事請負契約の締結について（議案第51号～議案第56号）

○は議案の継続審査に対して賛成の会派
×は議案の継続審査に対して反対の会派
△は議案の継続審査に対して賛成と反対のあった会派

　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果�平成会� 公明党�政策北本�日本共産党�無所属の会�市民の力�民主北本

� 承　認� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 承　認� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 承　認� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

�修正可決� ○� ○� ○� ×� ○� △� △

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

北本市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条
例の一部改正について

外国人登録法の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について

北本市北本駅西口駅前多目的広場設置及び管理条例の制
定について

専決処分の承認を求めることについて（北本市税条例の
一部改正について）

平成24度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特
別会計補正予算（第１号）

北本市住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部改
正について

平成会【６人】、公明党【３人】、政策北本【３人】、
日本共産党【２人】、無所属の会【２人】、
市民の力【２人】、民主北本【２人】

会派の

議員数

専決処分の承認を求めることについて（北本市都市計画
税条例の一部改正について）

専決処分の承認を求めることについて（北本市国民健康
保険税条例の一部改正について）

この印刷物は再生紙を使用しています。
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長
提
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議
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北本市パブリック・コメント手続条例の制定について

北本市市民参画推進条例の制定について

北本市協働推進条例の制定について

　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果�平成会� 公明党�政策北本�日本共産党�無所属の会�市民の力�民主北本

�継続審査� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

�継続審査� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

�継続審査� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

�継続審査� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

北本市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正につ
いて

　
平
成
12
年
に
市

と
議
会
お
よ
び
市

民
代
表
が
了
承
し

た
新
庁
舎
案
は
、

本
体
価
格
41
億
６

千
万
円
だ
っ
た
。

今
や
縮
減
を
重
ね
、

本
体
価
格
25
億
円
。
全
国
の

庁
舎
と
比
べ
て
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
安
価
で
質
素
な
も
の

に
な
っ
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
新
庁
舎

の
見
直
し
予
算
が
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
第
４
庁
舎
建

て
替
え
と
太
陽
光
シ
ス
テ
ム

は
延
期
。
備
品
は
総
合
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
以
外
、
新
調
し

な
い
と
い
う
。
総
額
を
定
め
、

必
須
な
も
の
に
絞
っ
た
「
大

胆
な
仕
分
け
」
は
評
価
す
る
が
、

必
要
な
も
の
の
先
送
り
は
な

い
か
。
例
え
ば
太
陽
光
シ
ス

テ
ム
は
、
地
元
の
企
業
を
活

用
し
て
設
置
か
ら
保
守
管
理

ま
で
委
託
し
て
は
ど
う
か
。

地
元
経
済
に
波
及
効
果
を
生

む
先
送
り
な
ら
、
歓
迎
だ
。
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祐
）


